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平
成
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月
十
四
日

内
閣
総
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安

倍
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三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
後
藤
祐
一
君
提
出
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
と
通
信
傍
受
法
と
の
関
連
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。



衆
議
院
議
員
後
藤
祐
一
君
提
出
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
と
通
信
傍
受
法
と
の
関
連
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
実
行
の
着
手
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
断
定
で
き
な
い
状
態
」
や
「
実
行
の
着
手
が
あ
っ
た
こ
と
が
断
定
で
き
る

場
合
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
通
信
傍
受
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
同
項
又
は
同
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
傍
受
を
す
る
た
め
に
は
、
通
信
傍
受
法
別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
に
掲
げ
る
罪
が
犯
さ
れ
た
と
疑
う
に

足
り
る
十
分
な
理
由
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
罪
が
未
遂
罪
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
罪
に
係
る
実
行
の
着
手
が
あ

っ
た
と
疑
う
に
足
り
る
十
分
な
理
由
が
必
要
で
あ
る
。

三
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

通
信
傍
受
法
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
通
信
の
秘
密
を
尊
重
す
る
と
の
観
点
か
ら
慎
重
な
配
慮
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
通
信
傍
受
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
傍
受
は
、
同
号
に
規
定
す
る
「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
二
年
以
上
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
が

別
表
第
一
又
は
別
表
第
二
に
掲
げ
る
罪
と
一
体
の
も
の
と
し
て
そ
の
実
行
に
必
要
な
準
備
の
た
め
に
犯
さ
れ
」
る
こ
と
を
要

一



件
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
平
成
十
一
年
の
第
百
四
十
五
回
国
会
に
お
け
る
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
案

の
審
議
に
お
い
て
、
同
号
に
「
別
表
に
掲
げ
る
罪
と
一
体
の
も
の
と
し
て
」
と
の
要
件
を
加
え
る
修
正
を
し
た
修
正
案
の
提

案
者
か
ら
、
前
者
の
罪
と
後
者
の
罪
が
別
個
の
罪
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
犯

罪
自
体
の
性
質
、
一
連
の
犯
行
の
計
画
、
謀
議
の
存
在
等
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
る
客
観
的
な
一
体
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

要
件
と
し
た
」
等
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
る
と
、
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及

び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪

収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。
）

第
六
条
の
二
の
罪
と
そ
の
計
画
さ
れ
た
改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
別
表
第
四
に
掲
げ
る
罪
と
の
関
係
が
こ
の
よ
う
な
関
係

に
当
た
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
同
条
の
罪
が
犯
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
通
信
傍

受
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
傍
受
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。 二


